




















する(価値づける)」「まとめる(解釈する)」という 9 つの理解方略である。 
管見の限りではあるが、米国の理解方略指導関連書籍を見てみると、確かにブロックらがまとめ
た９つのものからさらに精選し指導するものが多い(たとえば、Zimmermann & Keene(1997/2007), 
Zimmermann & Hutchins(2003), Serafini(2004), Harvey & Goudvis (2007), McGregor(2007), Keene(2008), 

























































































しよう」という単元(2016 年 2 月下旬実施)である。本単元の概要は、次の通りである。第 1 次で作
品と出会い、作品を通読したうえで初発の感想を書き、学習計画を立てる(2 時間)。第 2 次でクラス
で作品を読み返し、自分の好きな場面を説明するための準備を行う(4 時間)。第 3 次で作品の読み返
し準備したものをもとに、ペアで自分の好きな場面を紹介し合う。また課外での学習として保護者
に自分の好きな場面の説明と音読を聞いてもらうという課題を設定した(2 時間＋課外 2 時間)。 
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次第である。 
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